
「関西州構想」共同アピール計画  ２０１０年２月（高松） 

  ● 国民協議会支部支部長会結成→支部交流拡大・関西の結束 

  ●「関西州サイバー議会」設置（「関西州」の制度問題・政策課題協議） 

● 議員連盟結成 道州制実現共同アピール「関西州構想」（8月以降） 

  弱い発信力では効果なし 関西の結束を示す 

支持グループの拡大を図りながら「関西州構想」検討 合意形成 

推進団体、議員連盟、経済界、研究者グループの連携後に発表 

 道州制国民協議会関西支部長会   関西州ねっとわーくの会  

（関西各支部・議員の交流活発化） 

↓       ↓ 

      関西州サイバー議会設置（公表）      
↓ （関西州構想検討） 

      関西州議員連盟結成（記者発表）           
            ↓ ＊議員連盟結成が先行もある 
     「関西州構想」共同アピール       
（推進組織・議員連盟・経済界・研究者グループ） 

    ８月以降めどに記者会見（関係団体・首長・議員） 

            ↓ 

「関西州サイバー議会」を共同活動拠点として、推進活動拡大 

●大規模なイベント 関西各地で啓発 国民運動展開へ 

● 選挙推薦活動 

●自治改革支援（連盟議員ら通じて改革協議） 



＜概要説明＞ 
（１）道州制国民協議会の関西支部連合会もしくは支部長会の設置 
   関西の問題は関西で協議。検討課題を各支部で検討、支部長会で取りまとめ 
   会員の地方議員の交流の場とし、サイバー州議会、議員連盟設置の環境を作る 
（２）サイバー州議会設置 
「関西州」の課題を討議するためのサイバー議会「関西州議会もしくは州議事堂」設置。 
 参加者は道州制推進団体の会員。賛同の首長、地方議員、議員志望者など。 

   サイバー議会が機能した後、推進団体と議員連盟など共同で堤言を記者発表 
   共同活動拠点として、大規模イベント、国民運動展開、選挙推薦などを通じ活動強化 
（３）検討課題 ――― 道州制によって何が変わるか メリットは何か 
＜制度機構問題＞ 
▽関西州議会の構成 
 一院か二院か（人口減少地域の意見をどう反映させるか） 
▽首長（知事）の選出方法と議会の関係 

    二元代表制か 議院内閣制か 
▽州行政府と基礎自治体の関係・基礎自治体の姿（地方政府基本法など） 

    基礎自治体の共同体としての道州  議員の執行機関への参画  自治体財政 
▽大都市の自治（大阪、京都、神戸、堺の４政令市） 
 顔の見える自治の実現  大阪府市再編問題 都市内分権（区行政委員） 
＜政策課題＞ 
●地域格差 
▽州都についての見解 
▽域内の過疎地域 格差は是正されるか 

    北近畿（但馬・丹後）南近畿（吉野・熊野）西近畿（播磨西部）東近畿など 
●経済活性化・成長戦略 
▽成長戦略の核は何か 

    バイオ 新エネルギー（太陽光発電・太陽電池） ナノテク 電気自動車 
▽大阪北ヤード開発（アジア最後の都心拠点） 
 ＊ＪＲ大阪駅北側の旧貨物駅跡地の２４ｈａ。７ｈａは先行売却され、ナレッジ・キャピ

タルゾーンとして開発中。 
▽中小企業政策はどう変わるか 
▽大阪湾岸開発（工業基地か文化基地か） 
▽食糧・農業問題（産業再生はできるか） 
▽３空港問題（関空・伊丹・神戸、 他の地方空港との連携） 
▽地域金融をどうするか 地銀の役割高まる 
●教育・生活。文化 
▽国公立大学など高等教育の将来像           

 ▽初中等教育の改革（個性・英才教育の自由化）金太郎飴教育の打破 
▽幼児教育、保育所問題 
▽救急・医療ネットワークの形成 
▽琵琶湖・淀川水系の水利用問題       
▽関西学研都市の再生（京阪奈丘陵の将来像） 
▽関西観光・歴史街道（奈良・京都・大阪・神戸） 


